アジア産オオムギ遺伝資源を用いた耐塩性に関する遺伝解析 by SBEI Hanen











   氏名（本籍）        SBEI HANEN（チュニジア） 
 
   学位の種類          博 士（学 術） 
 
   学位記番号          博 甲 第 7163 号 
 
   学位授与年月日      平成２６年１１月３０日 
 
   学位授与の要件      学位規則第４条第１項該当 
 
   審査研究科      生命環境科学研究科 
 




   主査             筑波大学教授  博士（農学）  丸山 幸夫 
 
   副査       筑波大学教授  農学博士    大澤  良       
 
   副査       筑波大学教授  博士（農学）  半田 裕一     
 
   副査       筑波大学教授  理学博士    藤村 達人 
 
   副査       筑波大学北アフリカ研究センター研究員 
 










































               審   査   の   要   旨 
 
 
 オオムギは穀類の中では最も耐塩性が強い作物であるが、世界の多くの地域で塩ストレスの影
響を受けている。これまで、オオムギの耐塩性の遺伝解析の研究はヨーロッパ産オオムギを中心
に精力的に実施されてきたが、アジアのオオムギ遺伝資源の耐塩性に関する遺伝解析は少ない。
本研究は、アジア産オオムギの幼苗期に塩ストレス処理を行って各種形質を調査し、耐塩性の評
価指標として枯死葉率および茎葉乾物重の塩ストレス指数が妥当であることを明らかにすると
ともに、この指標によってアジア産オオムギ品種・系統を耐塩性により4群に分別した。また、
これらの表現型の数値とSNPマーカーを用いたアソシエーション解析により耐塩性に関する7個
のQTLを検出し、このうち枯死葉率に関する2個の新規QTLが3Hおよび4H染色体に座乗しているこ
とを推定した。本研究は、アジア産オオムギ遺伝資源の耐塩性の変異を明らかにするとともに、
耐塩性に関する新たなQTL候補を検出したもので、オオムギの耐塩性育種におけるジーンプール
の拡大につながる成果であり、乾燥地および半乾燥地における当該作物の安定多収を通した食糧
問題の解決に大きく貢献すると評価する。 
平成26年9月24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その
結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
